



On the Characteristics of Dust Figures ( [ ) 
Shingo NAGATA， Tadao IKE]IRI， Takayuki OT A 
In previous issues authers reported on the Lichtenberg Figures and discussed their 
fea.tures produced from waveforms of the impulse vo1tage， and compared their voltage 
characteristics. But from these figures it is difficult to know the distribution of charges 
on them in detail， and the repetition of experiments is troublesome also. To avoid these 
troubles and also to afford a reference to the research for the elucidation of the mechanism 
of the creeping discharge， the experiment of“Surface Charge Pattern"， the so called 
“Dust Figure" has been carried out. In this paper“Dust Figure" of five kinds of 
waveforms are obtained at several voltages from 5 KV to 50KV， and the process of growth 
of them and the differences between them are mentioned. Comparison of the voltage 
characterics of figures having different wave forms are discusseed also. Figures general1y 
or加 atedfrom three kinds of waveforms; namely steep wave front， wave tail containing 




















電極配置を第1図に示す。 Nは針状電極で真鍋製，直径 1mm長さ 70mm棒状の尖端をとが
らしたものであるD 下部電極 Pは鋼板で大きさは 14.6cm 第 1 図
x14.6cm，厚さ 1mmである。 EはDustFigureを得るエボ m 
ナイト板で大きさ却cmx20cm，厚さ 4mmであるo Dust o N 
FigureもLichtenbergFigureの場合と同じ様に図形の大き 目
さはN-P聞の静電容量の影響を受ける訳であるがPの適当 l E 
t.r..大きさを決定するために予備実験としてPの大きさを(i)
Eと同じく 20cmx 20cm， (ii) 14. 6cm x 14. 6cm Cii)直径 P 
5cm OJ同板の 3種に撰び Figureを求めてみたが (i)では電圧上昇の途中で沿面閃絡を生じて印
加電圧の範囲が狭くなり(ii)では Figureが小さすぎ観察に困難を来すので結局Pの大きさとし
















第2図使用した波形 Timingwave 500 K. C. 
JV¥/いN
@ 
衝撃電圧波形とその DustFigureの特性(第一報) 3 
図の通り で波頭1I1度度の異るもの①，②，③の 3種，波尾に単一方向の振動を含むもの④，及び、波尾
に正負両方向の振動を含むもの⑤の 5種類とした。とれ等各波形について電圧を 5KV-50KVの範










波形①13KV正図形(1 ) 波形①26KV正図形(2 ) 波形① 13KV負図形(1l) 波形①釘KV負図形 (12)
波形②13KV正図形 (3) 波形②26KV正区|形(4) 波形②13KV負図形 (13) 波形②25KV負図形 (14)
波形③13KV正図形(5 ) 波形@26KV正図形 (6) 波形③13KV負図形 (15) 波形③34KV負凶形 (16)
4 福井大学工学部研究報告第6巻第1・2号
波形④10KV正図形 (7) 波形④26KV正図形(8 ) 波形④10KV負図形(17) 波形④26KV負図形 (18)
波形⑤10KV正図形 (9) 波形⑤56KV正図形 (10) 波形⑤10KV負図形 (19) 波形⑤26KV負図形 (20)
C 1) Dust Figureの生成機構について
( i ) 正極性 Figure
正の図形は第4図に概念的に示す通り⑤の波形の場合を除いて三つの部分から成立っているo
これ等を仮りに中心部より順次外側に a，b及び、cと名付ける o a部は針
端を中心として これから放射状に光明炭粉の附督した樹枝が延びていて負
電荷の存在することを示しEその形状も明かに負図形の特徴である羽生状




















(3) (4) (5) (6) (7) (8)を見れば、良 く判る。













































6 !福井大 学工学部研究報告第6巻 第1・2号
状の部分には電荷のないととが判明した。
次にとの様な波尾に正負振動を有する波形の負極性 DustFigureの生成過程は次の如く考え
られる。第6図に示す通り波形⑤の負の Iの電圧で同図 (1)の負極性 Figureが出来る。そ して
負の電荷がエボナイト板上に残留するD
次に正の電圧波Eによる streamerが針 鰍 ι (徐ヘ ~5..:.~\ 
n 50% ~1句 、Y". 1;. VI "i<-， ..-:i ~屯 ;三、
端から外方に進展する。との波形の正の L よ四島 (だ61[)〈れどとャ
電圧波Eは負の電圧波 (1)の約50%の 寸I~~-" 伏~切川.> ¥;Y十引)
大きさである由正の…一 凡 戸h 川戸ν1!~~~1~~~~::
ー η 司十 \~/号E街のない
のそれに比べて延び易いとと，更に負の 1 1ω% 2 一 一歩 3 
電圧波Iによる負の残留電荷の作用が加
って (1 )の負図形上を進んでこの正の 第6図 波形⑤の Figureの生成過程(負極性)
streamerの尖端の正電荷が前から存在する負の残留電桁と中和する点で停止しととにパンド状の
電街のない外周部を形成するD 第6図 (2)にとれを示す通りで内部には正の残留電街が存在する






























( 1 )波形①38KV正図形 (2 )波形②38KV正凶形
(6)波形①38KV負図形 (7)波形②42KV負図形
衝撃電圧波形とその DustFigureの特性 (第一報) 7 
波形② (1 x 40)μs標準波
印加電圧K8V--26KV位の範囲では第図(3)， (4)の如くb，c分の部は何れも略同形である
がa部は負図形であるから電圧の上昇と共に形'が円形からくす=れて来ると と第 7図 (2)に示す通









との波形の Figureは第3図 (8)の如く 26KV位までは a，b， c何れの部分も略同形に現
れ C部の正図形も放射状に出ている。更に電圧を上げてゆくと第 7図 (4)の如く C部は多数の樹
枝状図形となりくやれて来るがその歪みは波形③よりは小さくて梢波形②と似ているo 波頭峻度丈




前項 C1 Jの正極性 Figureの生成機構にゐいて述べた通り中心部近傍に幾つかのけ;の広い花
弁状の特徴ある負図，その外側に樹枝状の正図形が現れているのは第7図 (5)で良く判り他の波
形の Figureと明瞭に判別できる。 叉と の波形の Figureの外周は第3図 (9)に示す通り低い竜
7 図
(3)波形③42KV正図形 (4)波形④42KV正図形 ( 5 )波形⑤42KV正凶形
























第3図の (14)様に 25KV位。電圧で Figureの b，c部は著しく歪み40KVを越えると第7









( i ) 正極性 Dustの特性第8図 (1)




















































































げてゆくと傾斜は急に大きく左って負極性 Figureの大き ? 
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